
１　施設の概要

指定期間

「職員数は令和７年４月１日現在」

２　収支の状況

公の施設の指定管理者における業務状況評価
令和７年６月５日

施 設 名
高知県立土佐西南大規模公園
（大方・佐賀地区）

所管課
土木部
公園上下水道課

指 定 管 理 者 名 特定非営利活動法人　NPO砂浜美術館 令和２年４月１日～令和７年３月31日

施 設 所 在 地 高知県幡多郡黒潮町佐賀、入野ほか

○ 面積、施設・設備名、定員、開館時間、休館日、主な料金など
　開園時間８：30～17：00
　休園日：火曜日、12月29日～１月３日（キャンプ場は11月～3月は休み）
　＜大方地区＞　面積（管理区域）35.9ha
　　【体育館】バレーボール６人制３面、バスケットボール２面　収容人員：２階観覧席956席
　　　利用料（アマチュア）児童・生徒6,530円/日、その他の者13,060円/日
　　　・トレーニング室　児童・生徒70円/日、その他の者:150円/日
　　【テニスコート】１２面
　　　利用料（アマチュア）児童・生徒：(１面)220円/時、その他の者：(１面)450円/時
　　【球技場】大人サッカー1面、少年サッカー1面、収容人員：1,400人
　　　利用料（アマチュア）児童・生徒：4,720円/日、その他の者：9,460円/日
　　【運動広場】大人サッカー2面、フットサル2面
　　　利用料（アマチュア）児童・生徒：8,220円/日、その他の者：16,430円/日
　　【陸上競技場】400ｍ８コース、サッカー１面、ラグビー１面
　　　利用料（アマチュア）児童・生徒：3,720円/日、その他の者：7,430円/日
　　【パークゴルフ場】18コース
　　　利用料（アマチュア）児童・生徒：240円/日、その他の者：480円/日、年間9,530円
　　【遊戯施設】
　　　スケートパーク、ラジコン場、散策広場、キャンプ場（宿泊：480円　一時利用：240円）
　　【ふるさと総合センター】大ホール　収容人員：500人
　　　利用料：12,300円/日
　＜佐賀地区＞　面積：10.5ｈa
　　【多目的広場、スケートパーク広場、展望広場】利用料：無料

職 員 体 制 　常勤職員：７人　契約職員：０人　非常勤職員：14人　　　　　　　合計：21人

単位：千円

令和５年度（決算） 令和６年度（決算） 令和７年度（予算）

県支出金 61,968 52,910 61,958

使用料・手数料 13,576 12,262 13,900

その他 3,369 6,235 3,456

収入計　　（ａ） 78,913 71,407 79,314

事業費 0 0 0

管理運営費 42,975 40,114 42,814

人件費 34,949 34,016 36,500

その他 0

支出計　　（ｂ） 77,924 74,130 79,314

収支差額　（ａ）－（ｂ） 989 -2,723 0

事 業 内 容

１．施設の運営に関する業務
　（１）施設等の利用に関する業務　（２）施設等の利用料金の徴収
　（３）ビオスおおがた情報館の運営
２．施設等の維持管理に関する業務
　（１）施設等保守管理業務　（２）植裁管理業務　（３）清掃業務　（４）運動施設管理業務
　（５）警備業務
３．公園全般に係るその他の業務
　（１）公園の利用案内　（２）周辺市町村・団体等との協力、連携
　（３）県民やボランティア等と協働事業の推進　（４）公園に関する情報の収集及び提供
　（５）公園に関する要望及び苦情の処理　（６）緊急対応体制の確立
４．物品の管理　

施 設 内 容

収
入

支
出
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３ 利用状況

令和５年度（実績） 令和６年度（実績） 令和７年度（目標）

①年間利用者数 (単位：人) 127,699 112,726 120,000

○ 利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）

・アンケート調査を、紙面とQRコードを用いて実施。QRコードの導入で、アンケート
　実施施設の拡大を行っている。

○ 利用者意見等を踏まえた対策

・利用者からいただいた意見に積極的に対応しており、特に利用者の多いスポーツ
　ゾーンの施設を清潔に保つために努力している。

○ その他

・利用者が安全に利用できるよう、設備の維持管理を適切に行っている。

③その他特記事項
・南海トラフ地震臨時情報の発表により、利用予約のキャンセルが多く発生し、年間
　利用者数が減少した。

４　令和６年度業務評価

項　　　　　　　目 状　　　況　　　説　　　明

①適正な管理運営の確
保

・協定書、仕様書及び事業計画に基づく適正な運営管理が実施された。
・人工芝グラウンドの利用を中心に、多くの大会、合宿を誘致し、地域と連携し
  スポーツツーリズムの促進を図っている。
・公園内の環境を生かした自主事業も積極的に行い、新たなファン・リピーター
  の確保に努めている。
・デジタルマップを作成し業務の効率化やサービスの向上に努めている。

②利用者サービスの維持
向上

・利用団体と意見交換を行い、施設やサービスについての要望等を収集し、業
　務に反映している。
・SNSを活用し公園の情報をより拡散する工夫をするなど、新たな利用者確保
　に努めている。
・自ら点検項目を設け、セルフモニタリングを実施し、サービス向上に努めてい
　る。

③利用実績
・地域事業者との連携により、スポーツ合宿・大会誘致による経済効果が前年度に
　引き続き、令和６年度も１億円を超え、地域経済に大きな貢献をしている。

④収支の状況
・南海トラフ地震臨時情報等の影響による利用料収入の落ち込みや多くの修繕費
  が必要であったため約270万円の赤字となった。

A

【評価の目安】

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

②利用者意見等の反映

総合評価

・協定書、仕様書及び事業計画書に基づく適正な管理運営業務が実施された
　と認められる。
・公園利用者のニーズを意識し、利用促進のためのサービス向上にも取り組ん
　でいる。
・アンケート回収結果ではスポーツ施設の清掃状況やスタッフの対応に対して
　評価が高い。
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